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者
しゃ

や死者もいた注目❶
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　新
にい

潟
がた

水
みな

俣
また

病
びょう

が発生した最
さい

初
しょ

のころは、重
じゅう

症
しょう

の被
ひ

害
がい

者
しゃ

が多く、死者も出ました。
　そのため、新聞などでも毎日のように伝

つた

えられ、
当時の日本社会に大きな衝

しょう

撃
げき

をあたえました。
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は下流の河
か

口
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近くで発生した注目❷
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あ

賀
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野
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川
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口
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近くの地
ち

域
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で、見
つかりました（▼下の地図）。
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　　　　漁

りょう

がさかんでたくさん
　　　　食べていたからかな…。
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囲
い

に被
ひ

害
がい

者
しゃ
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ことがわかりました。
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